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隠れた逸品 Ippin
浜坂地えびの食べくらべ
お届け！職レポ隊
少量製麺可能！飲食店の救世主
裏路地探険
山陰道・村岡最初の城下町を歩く
／香美町村岡区福岡
ハイスクール キラリ組
廃棄資材で日々を楽しく
／豊岡総合高等学校





Chinen's Memories
Ａ：アートタウンつくば大道芸フェスティバルにて（2019 年）
B：2020 年11月から始まった「たじまアートキャラバン（JAPAN LIVE 
YELL project）」で、但馬内のこども園や小学校で年内 26 回の公演を実
施した。写真は豊岡市立五荘小学校での様子。（2020 年）

Vol.12 知念 大地 さん
大道芸人・踊り手

C
hinen's Voice

劇団・青年団に所属する妻の関係で一昨年、
豊岡市出石町に引っ越して来ました。現在は、た
じまアートキャラバンという文化庁の取り組み
で、地域の学校や保育園を大道芸・おどりで回
る活動を続けています。

自然に囲まれていて景観が静かで美しい。日々
観光客の方がいらっしゃるので、まちの風通しが
よく、美味しい＆大好きなお店がたくさんある！！

夜に大雨が降った時のこと。僕は家を飛び出し、
雨の中に突っ立ってました。その後通報が入り警
察官が家にやってきました。久しぶりの雨にあた
りたくなったと僕が説明すると「気持ちはわかる
けど、びっくりする人もいるからなぁ」と警察官。
最近は機械的な警察官が多く、こんな人間的返
答は初めてだったので、じーんとしました。

毎日のように行くお気に入りの場所があるけど、
秘密です。入口の木にトンビの巣があり、孵化し
た雛が餌を懸命に食べ、身を晒し、震え、空を見
つめ、意を決して飛び立つまでを初めて見まし
た。木々の鼓動や鳥のうた、土、風を感じる場
所。人間以外の息吹きを感じ、自分自身を見つ
め直す場所です。

まちなかで踊っても決して驚かれず、「あ、知念さ
ん踊ってる」みたいな日がくることが夢です。人
間は命で、命は、踊りたいときに踊るから。

住  活
- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2247

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 http://tajimalife.jp/

Voice
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A B

01.現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04.お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

埼玉県から豊岡市へ I ターン
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近
年
、
全
国
各
地
に
急
増
し
市
民
権

を
得
て
い
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
。
但
馬
地
域
で

も
そ
の
数
は
年
々
増
え
て
き
て
い
る
。
リ
ビ

ン
グ
や
ド
リ
ト
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
相
部
屋
、

キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
な
ど
を
共
用
し
て
利
用

す
る
「
シ
ェ
ア
す
る
お
宿
」
が
特
徴
だ
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
魅
力
は
な
ん
と
言
っ
て
も

“
人
と
の
交
流
”。
共
用
キ
ッ
チ
ン
で
オ
ー

ナ
ー
と
共
同
調
理
を
し
た
り
、
他
の
宿
泊
客

と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
と
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
泊
ま
る
だ
け
が

目
的
で
は
な
く
、
地
元
住
民
と
の
交
流
拠

点
と
し
て
の
役
目
も
あ
る
。
カ
フ
ェ
の
併
設

や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
、
読
書
ス
ペ
ー
ス

の
開
放
な
ど
宿
に
よ
っ
て
特
徴
は
様
々
だ
。

但馬の未来をデザインする

T A J I M A  D E S I G N

但馬のゲストハウス
特集

出
会
い
と
つ
な
が
り
、新
た
な
価
値
観
が
生
ま
れ
る
場
所

暮
ら
し
が
聞
こ
え
る
等
身
大
の
宿

　

そ
れ
ぞ
れ
が
豊
か
な
個
性
を
持
つ
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
だ
が
、
ど
こ
の
宿
に
も
共
通
し
て

い
る
の
は
、
そ
の“
場
所
”
と
“
人
”
が
大

好
き
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
町
の

暮
ら
し
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、苦
境
が
続
く
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
業
界
。
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、出
会
い
が
生
ま
れ
る
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
存
在
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旅
行
者
も
地
域
住
民

も
分
け
隔
て
な
く
受
け
入
れ
る
オ
ー
プ
ン
な

場
所
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
生
み
出
す
温
か
さ
、

個
性
、
人
と
の
出
会
い
が
、
町
を
ど
の
よ
う

に
変
え
て
い
く
の
か
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

ゲストハウス城崎若
わ か よ

代

［所］豊岡市城崎町湯島737  ［問］090-7341-3309

城崎温泉初の女性専用ゲストハウス。城崎出身の大

石さん・吉高さん姉妹が運営している。

約100年前に建てられたという当館。姉妹の両親が

旅館として営業していたが、父親が他界し、旅館は

廃業に。取り壊しの案もあったが、生まれ育った建

物への愛着や家族・お客さんとの思い出を大切にし

たい気持ちが募り、ゲストハウスとして再開すること

になった。ゲストリビングやドミトリールームなど、

オーナーもゲストも女性限定のお宿だからこそ安心

して過ごすことができるのが魅力！

城崎温泉にあるゲストハウス。KNOT（結び目）の名

前には「人と人とのつながりが生まれる場所になれ

ば」という思いが込められている。遠方から但馬へ

知人が訪ねてくれた時に一緒に泊まったり、城崎で

お酒を飲んだ後に運転代行の代わりに泊まったり

と、但馬の方もよく利用しているとのこと。気軽に

泊まることができるのもゲストハウスならでは。

大石 瑞穂さん大石 瑞穂さん

吉高 千尋さん吉高 千尋さん

家族の思い出と
城崎を想う気持ちから
再スタートした、女性限

定のお宿です！

KINOSAKI KNOT

［所］豊岡市城崎町湯島927  ［問］0796-20-2636

本と寝床、
ひととまる

ゲストハウス
城崎若代

Guest House
Amigo

GUESTHOUSE
TENKU

スミノヤゲストハウス

ゲストハウス
東藤田邸

福苗ハウス

Hostel Act

KINOSAKI KNOT

厚生労働省が定めている旅館業
法のカテゴリにはホテル営業、
旅館営業、簡易宿所営業、下宿
営業の４種があり、ゲストハウ
スは簡易宿所営業に当たる。

POINT

キ ノ サ キ ノ ッ ト
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泊
ま
る
だ
け
が
目
的
じ
ゃ
な
い
！
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
魅
力

竹田城下町にある福苗ハウスは、台湾の台南市出身である北村

麗子さんがオーナーを務める。竹田城跡は海外でも人気のスポットで「安くて楽しく

泊まれるゲストハウスを作って欲しい」という声に応えオープンした。旅行者に家の

ような安心感がある旅を提供したいと話す北村さん。中国語会話に対応してくれるの

も、海外からの旅行者には心強い。1階に併設している台湾カフェでは、地元の方と

色々な手作り教室を開催している。

20年ほど前まで民宿だった古民家をリノ

ベーション。大阪出身の田尻さんが感じ

た小代の魅力を、今度は自分が伝えたい

というのが始めたきっかけだ。クラウド

ファンディングに挑戦した際は、7割ほど

が地域内からの支援という人気ぶり。中

には「インターネットは分からないから」

と家まで持ってきてくれる支援者も。

木造2階建ての古民家で1階部分に宿泊

ができ、ごはんは共同調理。簡単な作業

のお手伝いをしていると、ふらっとご近

所さんが来ることもあるとか。小代の暮

らしをちょこっとおすそわけしてくれる、

そんなゲストハウスだ。

竹野海水浴場の近くに佇むゲス

トハウス。海沿いの田舎町でゲ

ストハウスがしたかったという埼

玉県出身のオーナー・石丸佳佑さ

ん夫妻が営んでいる。当館の特徴は

「本のある場所、のほほん」の存在だ。

のほほんは図書館でもブックカフェでもない、定義の曖

昧な「本のある場所」とのこと。「過ごし方は自由。皆さ

んが『のほほん』と過ごせる空間を目指しています」と石

丸さん。人の思考の一端を本を通じて感じたいとの思い

から、地域に縁のある人や当館に泊まった人に「好きな

本」をテーマに寄贈してもらったものを並べている。

天空の城・竹田城跡の麓にあり、

城下町散策や京阪神・山陰・丹後

からの旅の拠点として使えるゲス

トハウス。マネージャーは豊岡市出

身の土谷正直さん。たまたま購入し

たこの建物が気に入り、情緒のある竹

田の街並みや竹田城跡に魅了され、ゲストハ

ウスとして運営することに。オープンスペースにある

キッチンは対面に同じものを備えている。お互い異なる

料理を作りながら生まれる交流は、ゲストハウスの魅力

のひとつ。初めてのゲストハウス利用者や家族連れも

安心して利用できるよう、個室も完備。

築140年の東藤田邸は、なんと日本遺産「北前船寄

港地・船主集落」を構成する文化財のひとつ！東藤

田家は江戸後期から明治時代まで活躍した北前船

の寄港地・諸寄で廻船問屋を営んでいた。

地域の政治・経済を引っ張ってきた祖父の残した

屋敷を再活用しようと、オーナーの藤田光雲さんが

ゲストハウスとして公開。英語を

生かした観光地や温泉地の

案内は、新温泉町を訪れた

外国客からも好評だ。

石丸さんご家族石丸さんご家族

本と寝床、ひととまる

［所］豊岡市竹野町竹野49-6  ［問］080-4243-1400

お酒や自家製
ドリンクもあります♪
のほほんと時間を
過ごしませんか？

GUESTHOUSE TENKU

［所］朝来市和田山町竹田220  ［問］079-666-8836

土谷 正直さん土谷 正直さん

北村 麗子さん北村 麗子さん

福苗ハウス ［所］朝来市和田山町竹田中町203-2 ［問］090-4496-8499

スミノヤゲストハウス ［所］香美町小代区貫田197 ［問］080-6122-4014

ゲストハウス東藤田邸 ［所］新温泉町諸寄577 ［問］0796-82-1143

雲海シーズンには
外国人観光客が

増えるので国際交流
もできます

藤田 光雲さん藤田 光雲さん

カ
フ
ェ
で
は
台
湾
茶
や

飲
茶
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
♪

田尻 茜さん田尻 茜さん

月に１、２回ほど
日本酒やハーバリウム
などのワークショップ
も開催しています

伝統的な
日本家屋や庭園の趣と
寄港地・諸寄の歴史を

感じてください！

テ ン ク ウ
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神鍋の自然に囲まれた当館。夏は屋外で炭火BBQ、
冬は薪ストーブで温まる。訪れた人同士が友達にな
れるようなゲストハウスを目指している。

た
。
ホ
ッ
ト
なw

elcom
e

を
感
じ
、何
の
迷

い
も
な
く
神
鍋
に
決
め
ま
し
た
」
と
思
い

出
を
語
る
。

　

神
鍋
で
暮
ら
し
始
め
て
驚
い
た
の
は
、

近
所
の
人
々
の
底
な
し
の
優
し
さ
だ
っ
た
。

「
白
菜
あ
る
か
？
大
根
あ
る
か
？
」と
気
に

し
て
声
を
か
け
て
く
れ
る
。

　
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
あ
げ
る
か
ら
取
り
に
お

い
で
と
言
わ
れ
、カ
ゴ
を
持
っ
て
い
く
と『
こ

こ
か
ら
あ
そ
こ
ま
で（
10ｍ
ぐ
ら
い
の
畝
を

全
部
）
を
自
分
で
掘
っ
て
持
っ
て
帰
り
！
』

と
言
わ
れ
た
り
。
白
菜
を
取
り
に
お
い
で

と
言
わ
れ
、
一
輪
車
を
押
し
て
い
く
と
、

軽
ト
ラ
に
満
杯
だ
っ
た
り
と
。
60
年
豊
中

で
暮
ら
し
た
私
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
」と
の
お
も
し
ろ
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
。
最
近
で
は
畑
を
借
り
て
、
近

所
の
大
先
輩
を
お
手
本
に
見
よ
う
見
ま
ね

で
野
菜
作
り
に
も
挑
戦
し
て
い
る
そ
う
。

　

髙
山
さ
ん
の
人
柄
もA

m
igo

の
魅
力
の

ひ
と
つ
。
大
阪
弁
の
気
さ
く
な
ト
ー
ク
と

雰
囲
気
が
親
し
み
や
す
く
、
旅
館
や
ホ
テ

ル
に
は
な
い
居
心
地
の
良
さ
が
あ
る
と
宿

泊
客
に
も
フ
ァ
ン
が
多
い
。

　

ス
ペ
イ
ン
語
で「
仲
間
・
友
達
」の
意
味

を
持
つ「
ア
ミ
ー
ゴ
」。
仲
間
と
の
出
会
い
と

体
験
を
大
切
に
す
る
想
い
が
溢
れ
て
い
た
。

　

豊
岡
市
神
鍋
高
原
に
あ
るG

uest 

H
ouse A

m
igo

は
、
２
０
１
４
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
但
馬
初
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
だ
。

　
「
オ
ー
プ
ン
当
初
は
ま
だ『
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
っ
て
何
？
泊
ま
れ
る
の
？
食
事
は
あ
る

の
？
』と
い
う
感
じ
で
し
た
」と
は
オ
ー
ナ
ー

の
髙
山
順
一
さ
ん
。

　

大
阪
府
豊
中
市
出
身
の
髙
山
さ
ん
。
神

鍋
高
原
と
の
出
会
い
は
20
数
年
前
の
サ
ッ

カ
ー
合
宿
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
息
子
た
ち

が
神
鍋
の
友
達
を
た
び
た
び
訪
問
し
て
い

た
り
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
訪
れ
た

り
。
家
族
全
員
が
神
鍋
に
親
し
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
髙
山
さ
ん
は
便
利
な
都
会
の
生

活
に
息
苦
し
さ
も
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
「
子
ど
も
や
孫
た
ち
が
自
然
と
遊

べ
る
『
実
家
』
を
作
り
た
い
」
と
の
想
い
が

強
く
な
り
、
具
体
的
に
動
き
始
め
る
。
場

所
を
探
し
て
様
々
な
地
域
を
訪
れ
た
が
、

１
番
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の

が
神
鍋
の
人
々
だ
っ
た
。
他
の
地
域
で
は

「
よ
そ
者
」
感
を
憶
え
た
そ
う
だ
。

　
「
神
鍋
の
人
か
ら
は『
よ
そ
の
方
が
来
て

一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
』『
地
域
の
付
き
合
い
に
も
参
加
し

て
よ
』
と
、
複
数
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

［所］豊岡市日高町名色1230  ［問］0796-21-1230

P i c k u p

Guest House Amigo

01 【豊岡市】

但
馬
初
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
こ
こ
！

実
家
の
よ
う
な
居
心
地
の
良
さ
が
魅
力

老若男女問わず、地元の人から旅行客まで幅広い層の人々が訪れている。髙山さん
が得意とするコーヒーの焙煎体験や挿れ方＆飲み比べ講習が開催されることも。
自然を活かした農業体験なども行なっており遊び心たっぷりだ。

髙髙山 順一さん山 順一さん

コ
ー
ヒ
ー
の

焙
煎
に
挑
戦
！

い
い
香
り
♪

ア ミ ー ゴ
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（写真1）木組みのアーケー
ドの佇まいが魅力。人々の
暮らしを垣間見ることの
できる市場の雰囲気が好
きなのだそう。
（写真2）シェアリビング。
（写真3）1階に併設されて
いるもりめ食堂はゲスト
リビングと直結。気軽に旅
人と地元の人が交流でき
るのもゲストハウスの魅
力。看板メニューは魯肉飯
（ルーローハン）。

へ
移
住
し
た
。

　

豊
岡
の
食
を
支
え
た
、か
つ
て
の
賑
わ
い

が
懐
か
し
い
と
い
う
同
市
場
の
店
主
た
ち
の

話
を
聞
き
、
地
元
の
人
も
旅
行
者
も
訪
れ

る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
そ
う
。

　
「
私
た
ち
の
よ
う
に
こ
の
市
場
や
豊
岡

に
惚
れ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
い
う
想
い

で
、
日
常
に
近
い
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
形

を
選
び
ま
し
た
」。

　

同
市
場
の
建
物
は
築
90
年
を
超
え
る

古
さ
で
、
長
屋
と
ア
ー
ケ
ー
ド
の
柱
が
一
体

に
な
っ
て
い
る
特
殊
構
造
。
改
装
工
事
は
難

航
し
た
が「
豊
岡
の
暮
ら
し
の
中
心
に
あ
り

続
け
た
こ
の
場
所
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
つ
く

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」
と
諦
め
ず
、ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
挑
戦
し
な
が
ら

２
０
２
０
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

　

も
と
は
精
肉
店
だ
っ
た
店
舗
を
改
装
し

た
た
め
、「
こ
こ
の
叉

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
焼
が
美
味
し
か
っ
た

の
よ
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
買
い
物

に
来
て
た
ん
だ
」「
年
末
は
行
き
違
う
の

も
難
し
い
ほ
ど
ご
っ
た
返
し
て
い
た
よ
」と
、

昔
の
様
子
を
知
る
地
元
の
人
々
と
思
い
出

話
に
花
が
咲
く
こ
と
も
。

　

町
の
暮
ら
し
に
近
い
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
だ
か

ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
、
豊
岡
の
魅
力
や
価
値

観
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
だ
。　

　

豊
岡
市
の
大
開
通
り
と
生
田
通
り
に

面
し
た
「
ふ
れ
あ
い
公
設
市
場
」
は
、
昭

和
初
期
に
開
業
し
た
市
場
だ
。
現
存
す
る

日
本
最
古
の
木
造
ア
ー
ケ
ー
ド
の
ひ
と
つ

に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
青
果
店
、
鮮
魚
店
、

生
花
店
、
飲
食
店
な
ど
15
店
舗
が
軒
を

連
ね
て
い
る
。
映
画
の
セ
ッ
ト
に
迷
い
込
ん

だ
よ
う
な
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
た
っ
ぷ
り
の
こ

の
市
場
にH

ostel A
ct

は
あ
る
。

　
「
宿
泊
客
だ
け
で
な
く
地
元
の
人
も
訪

れ
る
場
所
と
し
て
、旅
と
地
域
が
交
差
し
、

暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
目

指
し
て
い
ま
す
」と
は
オ
ー
ナ
ー
の
森
恵
美

さ
ん
。
ち
ょ
い
飲
み
と
夜
定
食
の
店
「
も

り
め
食
堂
」
を
併
設
し
て
お
り
、
共
同
経

営
者
の
岡
田
圭
輔
さ
ん
と
と
も
に
当
館

を
営
ん
で
い
る
。

　
「
町
の
人
々
と
の
出
会
い
な
ど
を
通
し

て
ふ
れ
あ
い
公
設
市
場
に
惚
れ
た
」
と
い

う
２
人
。
京
都
府
与
謝
野
町
出
身
の
岡

田
さ
ん
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

２
０
１
７
年
に
豊
岡
へ
移
住
し
て
き
た
。

　

京
都
市
に
住
ん
で
い
た
愛
媛
県
大
洲

市
出
身
の
森
さ
ん
は
、
旅
行
で
訪
れ
た
豊

岡
の
街
の
懐
か
し
い
雰
囲
気
に
惹
か
れ
る
。

地
元
の
方
か
ら
の「
も
う
住
ん
だ
ら
え
え

や
ん
」の
言
葉
で
、２
０
１
８
年
に
豊
岡
市

［所］豊岡市千代田町3-6  ［問］0796-34-8112

P i c k u p

Hostel Act

02 【豊岡市】

暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
旅
の
カ
タ
チ

あ
な
た
の
知
ら
な
い
町
の
魅
力
を
発
見

宿泊のお客様と
町の今昔話で盛り上がり、
そのままみんなで外へ

繰り出すくこともしばしば
あります♪

森恵美森恵美さんさん 岡田圭輔岡田圭輔さんさん

ア ク ト

3

1

2

7
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表
紙
イ
メ
ー
ジ

但馬の隠れた逸品  Ippin

　

松
葉
ガ
ニ
や
ホ
タ
ル
イ
カ
の
水
揚
げ
で
有

名
な
新
温
泉
町
の
浜
坂
漁
港
。
閑
散
期
と

な
る
春
と
秋
の
新
た
な
ご
当
地
グ
ル
メ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
町
内
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

で
は「
浜
坂
地
え
び
」
を
使
っ
た
食
べ
く
ら
べ

メ
ニュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。

　

地
え
び
漁
が
本
格
化
す
る
の
は
カ
ニ
漁
が

な
い
４
〜
10
月
だ
が
、
底
引
き
網
漁
は
６
〜

８
月
が
休
漁
と
な
る
た
め
、
実
質
１
年
の
内

わ
ず
か
４
ヶ
月
し
か
な
い
。
水
揚
げ
量
が
少

な
い
こ
と
や
鮮
度
劣
化
が
早
い
た
め
、
但
馬

外
へ
出
回
ら
ず
地
元
で
も
希
少
と
さ
れ
る

“
幻
”の
え
び
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

食
べ
く
ら
べ
が
で
き
る
地
え
び
は
５
種

■（取材協力）新温泉町商工会 温泉支所
［所］兵庫県美方郡新温泉町湯1391-2 
［問］0796-92-1856  https://www.sinonsen.com/
＊提供店については、観光協会等に配布のパンフレットや商工
会ホームページでご確認ください。

vol.35  浜坂地えび（新温泉町）

2018 年からスタートした「浜坂地えび食べくらべ」イベントには、現在
17 施設が参加。刺し身や鍋、天ぷらといった定番グルメの他、ラーメン
やカレーなど多彩なメニューで地えびが堪能できる。

類
。
上
質
な
深
い
甘
み
と
コ
ク
が
あ
る
『
甘

え
び
』、
頭
に
濃
厚
な
味
噌
が
あ
り
ね
っ
と

り
し
た
甘
み
が
特
徴
の『
モ
サ
え
び
』、
全

身
ト
ゲ
ト
ゲ
で
鬼
の
よ
う
な
姿
だ
が
、
濃
厚

な
甘
み
と
旨
み
を
も
つ『
鬼
え
び
』、
弾
力

性
が
あ
る
身
で
食
感
が
楽
し
い『
ガ
ラ
え

び
』。
そ
し
て
２
０
１
９
年
に
は
、
新
た
に

『
ス
ジ
え
び
』が
加
わ
っ
た
。

　

ル
ー
ル
は
、
浜
坂
地
え
び
を
２
種
類
以
上

使
用
す
る
こ
と
・
３
種
類
以
上
の
調
理
法

で
食
べ
く
ら
べ
が
で
き
る
こ
と
・
そ
し
て
お
店

が
自
慢
で
き
る
こ
だ
わ
り
ポ
イ
ン
ト
を
３
つ

い
れ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
に
基
づ
い
た
メ
ニュ
ー

が
各
店
舗
ご
と
期
間
限
定
で
味
わ
え
る
。

地
元
で
も
希
少
な
幻
の
逸
品
！
浜
坂
地
え
び
の
食
べ
く
ら
べ　

「
広
く
知
ら
れ
て
い
る
甘
え
び
で
も
、
浜

坂
の
え
び
は
大
き
い
と
驚
か
れ
ま
す
。
個

人
的
に
は
モ
サ
え
び
と
ガ
ラ
え
び
が
好
み

で
、
生
で
食
べ
る
と
甘
み
が
あ
り
、
火
を
通

し
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
え
び
の
味
が
し
ま

す
」
と
同
町
商
工
会
の
安
田
秀
夫
さ
ん
は

話
す
。
浜
坂
地
え
び
が
町
の
定
番
と
し
て

定
着
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
後
も
新

た
な
事
業
者
の
参
加
と
メ
ニュ
ー
開
発
、
そ

し
て
販
売
促
進
を
続
け
る
。

　

ほ
と
ん
ど
地
元
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
浜
坂
の
贅
沢
な
逸
品
。
見
た
目
も

味
も
個
性
豊
か
な
地
え
び
を
食
べ
く
ら
べ

て
、
自
分
の
推
し
え
び
を
見
つ
け
よ
う
。

甘えび

鬼えび

ガラえび

モサえび

スジえび
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朝
来
市
山
東
町
に
あ
る
、
や
く
の
麺
業

株
式
会
社
。

　
「
創
業
当
時
は
細
見
製
麺
と
い
う
社
名

で
し
た
。
京
都
府
の
西
端
に
あ
る
夜
久
野

高
原
の
特
産
品
“
夜
久
野
そ
ば
”
の
製
品

化
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
社
名
に
な
っ
た

ん
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
代
表
の

山や
ま
が
た縣
直
樹
さ
ん
。
看
板
商
品
で
あ
る
蕎
麦

は
も
ち
ろ
ん
、
う
ど
ん
や
中
華
麺
な
ど
各

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
麺
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
対
応
は
大
手
チ
ェ
ー
ン
か
ら
個
人
店

ま
で
幅
広
く
、「
岩
津
ね
ぎ
」
や
「
朝
倉
山

椒
」
な
ど
地
域
の
特
産
品
を
使
っ
た
麺
の
開

発
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
き
っ
か
け
は
、
地
域
の
企
業
や
農
家
さ
ん

か
ら
特
産
物
を
練
り
込
ん
だ
麺
を
作
り
た
い

と
相
談
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
」
と
山
縣
さ
ん
。

　

し
か
し
、多
く
の
製
麺
会
社
の
個
別
注
文

は
1
回
の
製
造
ロッ
ト
が
大
き
く
、
顧
客
の

求
め
る
規
模
と
リ
ス
ク
が
合
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
同
社
が
行
っ
た
の
が
、
35
キ
ロ
と
い

う
少
量
か
ら
発
注
可
能
な
別
注
麺
だ
。
山

縣
さ
ん
は
「
こ
れ
な
ら
材
料
や
食
感
、
茹
で

時
間
ま
で
個
別
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
細

か
く
求
め
ら
れ
る
味
に
対
応
で
き
ま
す
。
ま

た
同
じ
も
の
を
大
量
に
作
り
続
け
る
よ
り

も
、
小
回
り
の
き
く
製
麺
屋
の
方
が
面
白
い

と
も
感
じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
「
お
客
様
の
要
望
に
合
わ
せ
た
製
品
づ
く

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
同
社
。
手
間
の
多

い
製
麺
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
る
と
、
飲

食
店
の
人
手
不
足
解
消
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
。
包
丁
切
り
ラ
イ
ン
や
圧
力
釜
と
い
っ
た

新
た
な
機
材
も
先
ん
じ
て
取
り
入
れ
、
展

示
会
等
に
も
積
極
的
に
出
展
し
て
い
る
。

　

各
店
の
味
を
再
現
し
た
麺
に
は
、
地
域

を
超
え
て
多
く
の
飲
食
店
が
信
頼
を
寄
せ

て
い
る
。
味
の
決
め
手
と
な
る
の
は
、
地
下

48
メ
ー
ト
ル
か
ら
汲
み
上
げ
て
使
用
し
て
い

る
地
元
粟あ

わ
が鹿
山
水
系
の
天
然
水
だ
。

　
「
水
の
美
味
し
さ
で
麺
の
味
は
変
わ
り
ま

す
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
但
馬
は
麺
作
り
に
う
っ

て
つ
け
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
技
術
で
、
も
っ
と
県
内
外
に
但
馬
の
麺

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　
一
時
、
材
料
の
減
少
で
途
絶
え
か
け
て
い
た

と
い
う
夜
久
野
そ
ば
。
名
物
の
味
を
復
活
さ

せ
た
の
は
、
但
馬
の
水
と
麺
に
対
す
る
同
社

の
情
熱
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の

情
熱
で
、
全
国
の
飲
食
店
に
応
え
て
い
く
。

少量から製麺可能！
飲食店の救世主
やくの麺業株式会社

［所］朝来市山東町溝黒 421     TEL.079-676-2130

◎蕎麦や中華麺、うどんなど多種多様な麺を製造する製麺会

社。特産品とのコラボや自家製麺の再現に定評があり、小

ロットでの PB 商品の製造を得意とする。

専門店の要望に応えるために包丁切りシステムを採用。手打ちのようにエッジの立った長い麺を作ることができる。
麺へのこだわりの強い飲食店をはじめ多くの支持を得ており、製造の7 割にのぼる。

「新しい刺激を受けたら自分たちなりに改良します。そうしながら色々なことに取り組みたいですね」と山縣さん。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.12

DATA

地元特産品を練り込んだ麺。
道の駅などでお土産として
人気がある。

発注元に合わせ細かく仕上がり
を調整。小ロット製造のため、
顧客のリスクが軽減される。



裏
路地

険
探

■
山
陰
道
・
村
岡
最
初
の
城
下
町
を
歩
く
／
香
美
町
村
岡
区
福
岡

八
幡
山
を
中
心
に
栄
え
た
山
名
村
岡
藩
の
城
下
町

三
羽
の
古
兎
伝
説
や
古
墳
群
が
残
る

旅
人
達
で
賑
わ
っ
た
山
陰
の
宿
場
町
を
歩
く

　

兎
の
霊
が
住
民
た
ち
を
困
ら
せ
て
い

た
と
い
う
古
兎
伝
説
が
残
る
香
美
町
村

岡
区
福
岡
。
そ
の
伝
説
が
由
来
と
な

り
、
こ
の
地
域
一
帯
は
「
兎う

づ
か塚
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
国
道
９
号
沿
い
に
あ
る
集

落
で
、
近
世
に
は
山
名
村
岡
藩
の
城
下

町
と
し
て
、
そ
し
て
山
陰
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
。

　

集
落
の
中
心
に
こ
ん
も
り
と
佇
む
小

高
い
山
は
八や

は
た幡

山
と
い
い
、
１
６
０
１
年

に
は
山
名
氏
が
村
岡
藩
の
最
初
の
陣
屋

を
築
く
。
福
岡
の
地
名
は
こ
の
時
に
名

付
け
ら
れ
た
。
町
は
城
下
町
と
し
て
整

備
さ
れ
、
１
６
４
２
年
に
村
岡
へ
移
転

す
る
ま
で
、
山
陰
道
の
要
衝
と
し
て
村

岡
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

道
の
駅
ハ
チ
北
を
過
ぎ
、
国
道
か
ら
つ

な
が
る
細
い
通
路
で
集
落
へ
降
り
る
と
、

車
１
台
が
通
れ
る
ほ
ど
の
道
に
出
る
。
こ

の
細
い
道
が
旧
山
陰
道
だ
。
そ
こ
を
進
ん

で
い
く
と
六
地
蔵
が
出
迎
え
て
く
れ
、
正

面
に
は
八は

ち
ま
ん幡

神
社
の
鳥
居
、そ
し
て
集
落

の
町
並
み
が
広
が
る
。
養
父
市
関
宮
か
ら

つ
づ
ら
折
り
の
険
し
い
八
井
谷
峠
を
越

え
、
最
初
に
た
ど
り
着
く
の
が
こ
こ
福

岡
。
宿
場
町
の
入
り
口
ら
し
い
雰
囲
気

は
旅
人
を
安
心
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

集
落
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
八
幡

神
社
は
１
６
１
９
年
に
陣
屋
の
守
護
神

と
し
て
和
池
か
ら
遷
座
し
た
。
２
０
１
９

年
に
遷
座
四
百
年
を
迎
え
た
歴
史
あ

る
神
社
だ
。
約
１
６
０
段
の
急
な
階
段

を
登
り
き
る
と
、
広
々
と
し
た
境
内
に

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
を
思
わ
せ
る
石
舞
台
や

波
や
丸
い
形
を
し
た
石
彫
作
品
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
。

　
「
こ
こ
は
１
９
９
２
年
に
行
わ
れ
た
国

際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
石
彫
公
園
で
す
。
世
界
６
カ
国
の
彫

刻
家
と
住
民
み
ん
な
で
作
り
あ
げ
ま
し

た
」
と
は
、
案
内
役
の
田と

お
じ
か
ず
な
り

路
一
成
さ
ん
。

石
彫
は
近
く
で
と
れ
る
笠
波
石
が
使
わ

立町立町

下中山（左）と川端（右）の兎の塚。昔々、大森の裏（現在の村岡区森脇あたり）の
池に大蛇が住んでいて人や牛や馬を襲うので住民は大変恐れていた。そこで退
治にやってきたのは弓の名手・日下部政高（くさかべまさたか）。退治しようとす
ると三羽の古兎が妨害してきたが、得意の弓で兎と大蛇を無事に退治すること
ができた。ところが、この時の兎が化けて暴れ回り、人々を困らせるようになって
しまう。兎の霊を鎮めるため下中山、川端、八井谷に塚を建てて祀った。この頃
から、この地域一帯を兎塚と呼ぶようになったと言われている。

国号９号は昔、山陰
道として政治、文化、
経済の動脈の役割
を果たした。

横町横町

至新温泉町至新温泉町
湯村温泉湯村温泉

兎塚小学校兎塚小学校

小児医院跡の土壁。老朽化により取り
壊されるまでは趣のある家屋が建っ
ていたという。

旧
街
道
筋
に
は
丹
波
屋
、
奈
良
屋
、
中
丸
屋

な
ど
屋
号
の
残
る
旧
家
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
う
だ
つ
の
上
が
っ
た
家
も
。

八井谷の兎の塚。但馬ト
ンネル付近に位置する。
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URAROJI TANKEN

れ
て
い
る
。
鳥
居
と
社
殿
と
石
彫
、
樹

齢
数
百
年
の
杉
木
立
が
織
り
な
す
独

特
の
雰
囲
気
。
八
幡
山
に
こ
の
よ
う
な

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
る

と
は
驚
き
だ
っ
た
。

　

境
内
を
進
む
と
社
殿
の
南
側
に
こ
ん

も
り
と
し
た
小
さ
な
山
が
３
つ
あ
る
。
こ

れ
は
古
墳
時
代
に
作
ら
れ
た
古
墳
群
と

の
こ
と
。
県
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
お

り
、
鏡
や
勾
玉
、
土
器
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。
神
社
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
４
号
墳
は
紙
垂
を
垂
ら
し
た
結
界
が

張
ら
れ
、
厳
か
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　

次
は
神
社
を
離
れ
、
旧
街
道
筋
へ
。

集
落
を
南
北
に
走
る
街
道
を「
立
町
」、

東
西
に
走
る
道
を
「
横
町
」
と
呼
ぶ
。

　
「
立
町
に
は
酒
屋
、
魚
屋
、
電
気
屋
、

豆
腐
屋
、
塩
屋
、
本
屋
、
時
計
屋
、
自

転
車
屋
、
薬
屋
と
商
店
が
軒
を
連
ね
て

い
て
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
で
も
そ
ろ
い
ま

し
た
ね
。
横
町
に
は
数
軒
の
旅
籠
が
あ

り
、
役
割
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
」
と
田

路
さ
ん
。
鉤か

ぎ

の
手
と
呼
ば
れ
る
ク
ラ
ン

ク
状
に
曲
が
っ
た
道
は
城
下
町
の
名
残

り
だ
そ
う
。
レ
ト
ロ
な
看
板
や
う
だ
つ
の

上
が
っ
た
家
屋
な
ど
、
町
歩
き
好
き
に

は
た
ま
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
。

　

古
代
か
ら
近
代
、
そ
し
て
現
代
の
歴

史
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
顔
を
の
ぞ
か
せ
る

福
岡
。
人
々
を
出
迎
え
て
く
れ
る
温
か

な
雰
囲
気
は
今
も
な
お
残
っ
て
い
た
。

●裏路地探険参加者募集！
令和 3年 4月17日（土） 10:00〜12:00
養父市大薮

＊実施日の10日前までに、18ページ掲載の「Ｔ2」編集
部まで、住所・氏名・年齢・電話番号・「裏路地参加
希望」とお書きの上、ハガキで申し込みください。締
切後、参加ご希望の方へ郵送にて案内を送付します。

兎の塚兎の塚

六地蔵六地蔵

燻製専門店燻製専門店
生活工房 香味煙生活工房 香味煙

国道 9 号国道 9 号

道の駅ハチ北道の駅ハチ北

至養父市関宮・八井谷峠・至養父市関宮・八井谷峠・
但馬トンネル但馬トンネル

和池の大カツラ和池の大カツラ
（たじま高原植物園）（たじま高原植物園）

大野川大野川

八幡神社八幡神社

八幡山八幡山

6 号墳6 号墳

石彫公園では一昨年までは毎年8月に八幡山芸術祭（音楽祭）が開催されていた。石彫公園では一昨年までは毎年8月に八幡山芸術祭（音楽祭）が開催されていた。

集落は山と3本の川にぐるりと囲まれていて、
川が城下町の濠の役目を果たしていた。 今は新しい道がつい今は新しい道がつい

ているが、道路が直角ているが、道路が直角
に折り曲げられていたに折り曲げられていた

「鉤の手」の名残り「鉤の手」の名残り

八幡山国際石彫公園八幡山国際石彫公園

大谷川大谷川

八井谷川八井谷川

5 号墳5 号墳 4 号墳4 号墳 3 号墳3 号墳

兎の塚兎の塚

ほ場整備記念碑ほ場整備記念碑

中山城跡中山城跡

古
く
か
ら
八
幡
橋
付
近
に
位
置
し
て

い
た
が
、
台
風
水
害
に
よ
り
川
に
流
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
石
燈
篭
。
笠
の
部

分
だ
け
見
つ
か
り
復
元
さ
れ
た
。

八幡橋八幡橋

こ
の
部
分
が
昔
の
も
の

六地蔵が出迎え六地蔵が出迎え
てくれる旧街道。てくれる旧街道。

八
幡
山
古
墳
群
。
か
つ
て
は
石
室

八
幡
山
古
墳
群
。
か
つ
て
は
石
室

を
覗
く
こ
と
が
で
き
た
。

を
覗
く
こ
と
が
で
き
た
。

兵
庫
県
の
指
定
母
樹
で
あ
る
樹
齢
数
百
年

兵
庫
県
の
指
定
母
樹
で
あ
る
樹
齢
数
百
年

の
兎
塚
ス
ギ
が
林
立
す
る
境
内
。

の
兎
塚
ス
ギ
が
林
立
す
る
境
内
。

八幡山古墳群八幡山古墳群
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第30回

神
輿
が
走
り
、
川
を
渡
る  

奇
祭
の
物
語

「
お
走
り
祭
り
」 ［
養
父
市
養
父
市
場
〜
長
野
］

　「
ハ
ッ
ト
ウ
、
ヨ
ゴ
ザ
ル
カ
」
の
か
け
声
と
と
も
に
走
っ
て
い
く

神み
こ
し輿

。
神
輿
が
ま
る
で
軽
く
走
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
た
こ
と
か

ら
名
前
の
つ
い
た
「
お
走
り
祭
り
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
奇

祭
だ
。
重
さ
1
5
0
キ
ロ
に
も
な
る
神
輿
は
養
父
市
の
養
父
神

社
を
出
発
し
、
同
市
の
斎

い
つ
き

神
社
ま
で
片
道
2
0
キ
ロ
の
道
の
り

を
2
日
間
か
け
て
往
復
す
る
。
首
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら
激

流
の
大
屋
川
を
渡
る
「
川か

わ
と
ぎ
ょ

渡
御
」
で
は
、
勇
壮
果
敢
な
男
衆
の
姿

を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
集
ま
る
。

　
斎
神
社
の
伝
承
に
よ
る
と
、
昔
、
但
馬
の
地
は
泥
海
で
人
々
の

生
活
は
苦
し
く
、
と
て
も
苦
労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
但
馬
五
社
の

神
々
は
、
土
木
の
神
様
で
あ
る
斎
神
社
の
彦

ひ
こ
さ
ち
の
み
こ
と

狭
知
命
に
頼
ん
で
、

豊
岡
市
瀬
戸
の
津
居
山
を
切
り
開
い
て
も
ら
っ
た
。
泥
水
は
日
本

海
に
流
れ
出
し
、
但
馬
に
豊
か
な
大
地
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
養

父
大
明
神
が
代
表
と
し
て
、
彦
狭
知
命
に
お
礼
参
り
し
た
こ
と

か
ら
、
お
走
り
祭
り
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
養
父
神
社
か
ら
斎
神
社
へ
「
葛
の
葉
餅
」
を
お
供
え
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
、
養
父
大
明
神
は
「
鮭

の
大
王
」
の
背
に
乗
っ
て
こ
ら
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
鮭
を
川
に

い
る
神
と
す
る
信
仰
が
あ
る
。
円
山
川
を
中
心
と
し
た
但
馬
の
国

生
み
伝
承
の
一
つ
と
し
て
「
お
走
り
祭
り
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

《協力》養父市教育委員会 社会教育課

（上）お走り祭り　（下）斎神社
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“キラリと光る”但馬の子どもたち！
未来を担う高校生をご紹介

　

今
や
、
各
施
設
の
入
り
口
に
当
た
り
前
に

設
置
さ
れ
て
い
る
消
毒
液
の
ボ
ト
ル
。
そ
の

首
元
に
巻
か
れ
て
い
る
「
ボ
ト
ル
ネ
ク
タ
イ
」

と
呼
ば
れ
る
飾
り
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　
「
豊
岡
市
内
で
見
か
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ク
タ

イ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
私
た
ち
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
が
寄
贈
し
た
も
の
な
ん
で
す
よ
」。

　

そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
は
同
会
長
の
田

中
萌
さ
ん
。
地
域
に
根
差
し
た
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
な
っ
て
い
る
同
会
で
は
、
地
元

企
業
か
ら
提
供
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
を
再

利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
が
活
発
だ
。

　

ネ
ク
タ
イ
に
使
用
す
る
の
は
、カ
バ
ン
素
材

の
資
材
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
ベ
ル
ト
用

テ
ー
プ
。
日
焼
け
や
色
落
ち
な
ど
で
使
え
な

く
な
っ
た
素
材
を
編
ん
で
加
工
し
て
い
る
。

　
「
消
毒
ボ
ト
ル
は
ど
う
し
て
も
無
機
質
な

印
象
に
な
り
が
ち
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
に
ア
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
下
が
り
が
ち
な

“
消
毒
”を
楽
し
く
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、

先
輩
た
ち
と
考
え
ま
し
た
」
と
田
中
さ
ん
。

　

他
に
も
人
気
な
の
が
、
カ
バ
ン
素
材
を

使
っ
た
ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ
ル
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
だ
。
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
な
が
ら
も
本
物
の
よ
う
に
蓋

が
開
閉
し
、
小
物
入
れ
と
し
て
使
え
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
先
は
近
隣
の
幼
稚
園
を
は
じ

め
、
東
日
本
大
震
災
や
岡
山
県
の
洪
水
災

害
を
被
っ
た
被
災
地
な
ど
。
特
に
宮
城
県

気
仙
沼
市
の
高
校
と
は
、
9
年
前
か
ら
交

流
が
続
い
て
い
る
。
東
日
本
の
被
災
地
支
援

を
長
年
継
続
し
て
い
る
被
災
地
外
の
学
生

ク
ラ
ブ
は
珍
し
い
そ
う
だ
。

　

田
中
さ
ん
は
「
仮
設
住
宅
な
ど
、一
般
的

な
旅
行
で
は
訪
れ
る
機
会
が
な
い
場
所
に

も
訪
問
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々
が
遠
方

の
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
の
は
、

先
輩
が
今
ま
で
積
み
重
ね
て
く
れ
た
信
頼

が
あ
る
か
ら
で
す
」
と
噛
み
締
め
る
。

　

ボ
ト
ル
ネ
ク
タ
イ
も
ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ
ル
も
、
ど

ち
ら
も
「
鞄
の
ま
ち
」
豊
岡
な
ら
で
は
の
素
材

が
活
き
て
い
る
。
作
り
方
は
全
て
先
輩
か
ら
後

輩
へ
伝
え
ら
れ
、
生
徒
以
外
は
知
ら
な
い
。
複

雑
な
作
業
も
全
て
生
徒
た
ち
に
よ
る
も
の
だ
。

　

副
会
長
の
増
田
希の

の

か

乃
花
さ
ん
は
「
裏
側

で
こ
ん
な
に
細
か
い
作
業
を
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
シ
メ
を
と
め
る

時
に
力
を
入
れ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
作
る
と

手
が
痛
く
な
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
っ
た
。

　

そ
ん
な
大
変
さ
を
吹
き
飛
ば
す
の
が
、

全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
か
ら
届
く
感
謝
の

言
葉
だ
。
幅
広
い
年
代
か
ら
、
手
紙
や
色
紙

な
ど
で
喜
び
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
2
人
は

「
あ
ま
り
言
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
う
れ
し

い
で
す
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例
年
通
り
の
活
動
は

難
し
い
で
す
が
、
今
で
き
る
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
」
と
田
中
さ
ん
。
生
徒
た
ち

の
暖
か
い
ア
イ
デ
ア
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
豊
岡

の
資
材
は
、こ
れ
か
ら
も
羽
ば
た
い
て
い
く
。

06
インターアクト

クラブ
【兵庫県立豊岡総合高等学校】

　
県
北
部
唯
一
の
工
業
科
と
、
総
合
学
科
を
併

設
す
る
豊
岡
総
合
高
等
学
校
。
1
人
ひ
と
り
の

特
性
を
尊
重
す
る
教
育
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

日
々
多
く
の
生
徒
た
ち
が
個
性
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
同
校
で
地
域
奉
仕
を
行
う
「
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
」
同
好
会
の
、
ア
イ
デ
ア
溢

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
！

be to  HEROボトルネクタイは
人目につくので、

折り目がキレイに見えるよう
特に丁寧に作業しました！

感染症対策をし
募金活動を行っています！

ぜひ私たちの活動に
興味をもってください♪

豊岡アピールも
バッチリ！

黙々と作業を続ける男女15名の会員たち。黙々と作業を続ける男女15名の会員たち。
焼印の金型は工学科の生徒の自作。焼印の金型は工学科の生徒の自作。

ミニランドセルに付いているのはミニランドセルに付いているのは
コウノトリのシルエットチャーム。コウノトリのシルエットチャーム。
先輩から引き継いだアイデアだ。先輩から引き継いだアイデアだ。

ピンクのテープを使い、乳がピンクのテープを使い、乳が
んの啓発活動である「ピンクリんの啓発活動である「ピンクリ
ボン運動」にも賛同している。ボン運動」にも賛同している。

廃
棄
資
材
で
日
々
を
楽
し
く
！

廃
棄
資
材
で
日
々
を
楽
し
く
！

ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「回を増すごとに新しい生徒のアイデアが加わっていき、「回を増すごとに新しい生徒のアイデアが加わっていき、
さらに良いものが生まれています」と、顧問からも驚きの声。さらに良いものが生まれています」と、顧問からも驚きの声。

田中萌さん田中萌さん 増田希乃花さん増田希乃花さん
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三川権現大祭
5月3日（月・祝） 10：30〜
香美町香住区三川 
三川権現社

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

小代渓谷まつり
5月4日（火・祝）
香美町小代区秋岡
もみじ広場
※釣り大会のみ有料
受付5:30〜

（問）香美町小代観光協会
TEL.0796-97-2250

扇ノ山残雪・新緑登山
5月15日（土） 9:30〜
扇ノ山 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

但馬久谷の菖蒲綱引き
6月5日（土）19：30〜
新温泉町久谷

（問）新温泉町教育委員会
生涯教育課（浜坂先人
記念館「以命亭」）
TEL.0796-82-4490

出石桜まつり
3月27日（土）〜4月30日（金）
豊岡市 出石城跡周辺

（問）但馬國出石観光協会
TEL.0796-52-4806

立雲峡桜まつり
3月下旬〜4月中旬
朝来市和田山町竹田 
立雲峡 ※有料
竹田地区住民、
中学生以下無料

（問）情報館 天空の城
TEL.079-674-2120

夜桜月間
3月下旬～4月中旬
豊岡市 城崎温泉
木屋町通り・薬師泉源付近

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

さくらまつり

生野銀山へいくろう祭
4月11日（日）  
10:00〜15:00 
朝来市生野町小野
史跡生野銀山

（問）朝来市観光協会生野支部
TEL.079-679-2222

たんとうチューリップまつり
4月中旬〜下旬 ※予定
9：00〜17：00
豊岡市但東町畑山 ※有料

（問）但東シルクロード
観光協会
TEL.0796-54-0500
https://tantosilk.gr.jp/

上山高原山開き・山焼き
（残雪そり大会）
4月17日（土） 9:00〜
上山高原 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

お走り祭り
4月17日（土）・18日（日）
9:00〜 養父市内

（問）お走り祭り保存会
TEL.079-665-0252

温泉まつり
4月23日（金）・24日（土）
豊岡市 城崎温泉街

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

しょうぶ湯まつり
5月3日（月・祝）～5日（水・祝）
豊岡市 城崎温泉 各外湯・旅館

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

瀞川稲荷神社まつり
5月3日（月・祝）20：00〜・
4日（火・祝）11：00〜
香美町村岡区板仕野 
稲荷神社

（問）香美町村岡観光協会
TEL.0796-94-0123

霧ヶ滝トレッキング
6月5日（土） 9:30〜
新温泉町岸田 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

鼻かけ地蔵尊祭 
6月6日（日）
豊岡市城崎町楽々浦

初夏！ジオパークで
食べるイカソーメン
早食い大会 6月13日（日） 
10:00〜13:00
香美町香住区訓谷 
佐津海水浴場

（問）香美町香住観光協会  
TEL.0796-36-1234

明治の水路散策
6月13日（日） 9：30〜 
新温泉町青下 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

扇ノ山新緑登山（平日版）
6月17日（木） 9:30〜
扇ノ山 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

香美町山の祭典
「但馬牛食まつり」
（但馬牛音楽フェスINハチ北） 
6月20日（日） 
9:00〜19:00
香美町村岡区大笹
ハチ北高原 ※有料

（問）香美町村岡観光協会  
TEL.0796-94-0123

小又川トレッキング
6月27日（日） 9:30〜
新温泉町海上 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

6月

6月

5月

5月
4月

●イベントなどの情報は2021年2月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。

Event Calendar

Hall Information
●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

【劇の学校】
たんけんほっとステージ
５月4日(火・祝) 
10:00〜12:00 
北村成美・こどもダンス
ワークショップ 
５月5日(水・祝) 
午前の部10:00〜12:00 
午後の部14:00〜16:00 

劇団「演劇FACTORY」
『War Eve 1925 
～戦争前夜～』
５月23日(日)  
※高校生以下無料

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

豊岡市民プラザ

第２4回
兵庫県警察音楽隊
ふれあいタウンコンサート 
４月２９日(木・祝)
開演1３：３0 全席自由
※入場無料（要整理券）

夏川りみ
コンサートツアー2021 
5月30日(日)
開演16：00 ※有料

（問）和田山ジュピターホール
（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

和田山ジュピターホール

第14回ビバホール
チェロコンクールプレイベント 
5月23日（日） 開演14:00

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

ビバホール

プロに教わるレクチャー
事業 音楽レクチャー
4月25日（日）、5月9日（日）、
6月20日（日）、各日
13：00〜16:00 ※有料

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民会館

小野寺修二／カンパニー
デラシネラ『どこまでも世界』
2021 地域交流プログラム
5月中旬予定

平原慎太郎／OrganWorks
『168428_4 / nothing』
地域交流プログラム
6月初旬予定

橋本清、 山﨑健太／ y/n
『カミングアウトレッスン』
『セックス／ワーク／アート』
『How to Murder in the 
Closet』レパートリー化の
ための滞在制作　成果発表
6月中旬予定

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

城崎国際アートセンター夢ホール
夢ホール完成式
リニューアルオープン
記念式典
4月10日（土）
開演13:30
しんおんせん寄席
5月19日（水）
開演13:30

クラシックパークvol.20＋1 
マリンバとピアノの
コンサート
6月5日（土） 開演10:30 
※中学生以上有料
大衆演劇「三河家劇団」公演
6月12日（土） 
開演14:00 ※有料

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870
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Spot Information ●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

〜不思議・びっくり〜
あさご錯覚の森美術館展
3月13日（土）～
５月5日（水・祝）

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多々良木739-3）
大人500円  大・高校生300円
中・小学生200円
休館日：水曜
10：00〜17：00

（入館は閉館30分前まで）
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

南但馬自然学校
第1回
大人の自然教室
春の花をさがして
4月17日（土）
保険料100円
※別途必要な場合あり

第1回遊友体験活動
「新緑の里山を楽しもう！
〜さつまいもの苗植え、
春の生き物さがし〜」
5月15日（土）
9:30～12:00
保険料 100円

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間189）
TEL.079-676-4731

ローストビーフ作り 
4月24日（土） 10:00～
※一般／8組 5,000円
要申込み（締切４／17）

春の装いフェア 
4月25日（日）
但馬ビーフの焼き肉
10:30～
一般／100名 200円
※整理券配布10:15～
レザークラフト体験
13:30～
一般／10名 300円
ストラックアウトゲーム
14:00～ 
4才以上／定員50名

羊の毛刈り体験
第1回
4月29日（木・祝）13:30～
第2回
5月1日（土）11:00～
第3回
5月3日（月・祝）11:00～
第4回
5月4日（火・祝）11:00～
各小学生以下／各20名 
各100円

但馬牧場公園
羊毛のクラフト作り体験
5月1日（土）13:30～
親子（小学生以上）／
15組30名 400円
要申込み（締切４／24）
焼き杉体験
5月2日（日）13:00～
小学生以下 ※保護者同伴／
30名 200円
レザークラフト体験
5月3日（月・祝）13:30～
一般／10名 300円
要申込み（締切４／26）
かしわ餅作り体験
5月23日（日）10:00～
一般／8組 450円
(かしわ餅10個分）
要申込み※2人前以上

（締切5／16）
但馬牛博物館探検隊
6月6日（日）13:00～
小学生以上／15名
要申込み（締切5／30）
ソーセージ作り教室
6月19日（土）10:０0～
一般／8組 30人分 
1,000円 要申込み
※2人前以上（締切6／12）
ウチョウラン展 6月26日（土）
10:00～16:00、
27日（日） 9:00～16:00

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

ガイドウォーク
4月・5月・6月 毎週土曜日
13:30～14:30   
キッズスタンプラリー
4月29日（木・祝）
9:30～15:30  

春の特別ガイドウォーク
5月2日（日）
10:00～11:30、
13:30～15:00   
飼育コウノトリの給餌体験
6月12日（土）
13:00～15:30    

コウノトリの郷公園

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

五月人形組み木教室
経験者 4月10日（土） 
13:00～16:00
料金1,500円 
初級者 4月11日（日） 
13:00～16:00
料金1,200円 各7名

趣味の仏像展
4月10日（土）～5月9日（日）

井上信行 写真展「田んぼ」
4月10日（土）～5月9日（日）

木の枝でスプーン作りと
火起こし体験
4月29日（木・祝） 
料金1,500円 
親子/15組/30名

おもちゃと組み木教室
5月9日（日）
13:00～16:00
料金1,500円 7名

寺谷建明 木のおもちゃ展
5月15日（土）～6月13日（日）

藤岡秀樹 ふるさと絵画展
5月15日（土）～6月13日（日）

木の殿堂
組み木基礎講座
5月22日（土）・29日（土）・
6月5日（土）
各日13:00～16:00
料金2,500円（3回分） 7名

組み木指導員作品展
6月19日（土）～7月18日（日）

山本一幸 
森のニッチな生き物写真展
6月19日（土）～7月18日（日）

動物パズル作り教室
経験者 6月26日（土） 
13:00～16:00
料金1,500円 
初級者 6月27日（日） 
13:00～16:00
料金1,200円 各7名

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

全但バス但馬ドーム

第27回
神鍋ジュニアサッカー
スプリングカーニバル
5月3日（月・祝）
～5日（水・祝）

（問）（株）ニチレク
TEL.06-6243-3351

兵庫県ねんりん
ソフトボール交流大会
5月15日（土）・16日（日）

（問）但馬ソフト
ボール協会事務局
TEL.090-3356-4509

第65回兵庫県高等学校
総合体育大会
ソフトボール競技
6月4日（金）～6日（日）

（問）県高体連 
加古川南高等学校 
太田先生
TEL.079-421-2373

第30回但馬ドーム杯
グラウンド・ゴルフ交流大会
予選ラウンド
6月22日（火）～24日（木）
※参加料必要

Pick Up

1周150メートルの線
路で、鉱山従業員の通
勤電車として利用され
ていた明神電車に乗
車できる。

養父市大屋町明延
あけのべ憩いの家広場
10:00〜 ※有料

一円電車
体験乗車会

（問）あけのべ自然学校 TEL.079-668-0258

湯村温泉の開祖、慈
覚大師への感謝と子
ども達の成長を祈願
するお祭り。大綱引
きでは参加者が力を
合わせ勝運を競う。

新温泉町湯 16:00〜

湯村温泉祭り
（大菖蒲綱引き）

（問）湯村温泉祭奉賛会 TEL.0796-92-1081

66月月

66日日（日）（日）

山陰随一の規模を誇る
藤公園。開園時期はHP
でご確認ください。

朝来市和田山町白井1008
白井大町藤公園　
9:00〜18:00 
※最終入場17:30まで
※有料 小学生以下無料

藤まつり

（問）情報館 天空の城 TEL.079-674-2120

44月下旬〜月下旬〜

55月中旬月中旬

（問）白井大町藤公園管理組合 
TEL.079-670-1636 http://www.oomachi.info/

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

66月月

66日日（日）（日）
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元
に
新
し
い
劇
場
が
で
き

て
、
楽
し
み
が
増
え
ま
し

た
。
但
馬
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が

分
か
る
の
で
、
T
2
が
届
く
の
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

豊
岡
市
　
K

・

N
さ
ん

し
お
と
め
は
、
兵
庫
県
で
初

と
な
る
梨
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
ジ
ュ
ー
シ
ー

な
味
わ
い
を
1
度
賞
味
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
収

束
し
た
ら
、
但
馬
を
ぜ
ひ
訪
れ
た

い
で
す
。

多
可
町
　
Y

・

H
さ
ん

美
町
の「
か
に
み
そ
ま
ん
」、

記
事
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で

も
よ
だ
れ
が
出
そ
う
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
た
ら
、
早
速
食
べ

に
行
き
た
い
で
す
ね
。
お
持
ち
帰

り
も
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
息

子
家
族
へ
の
い
い
お
土
産
に
な
り

そ
う
で
す
。

大
阪
府
豊
中
市
　
T

・

A
さ
ん

好
き
な
旅
行
や
温
泉
に
も
な

か
な
か
行
け
ず
非
常
に
窮
屈

な
毎
日
で
す
が
、
T
2
を
読
ん
で

ほ
っ
こ
り
と
心
温
ま
る
思
い
を
し
て

い
ま
す
。
ナ
カ
バ
ヤ
シ（
株
）
が
、

あ
の
ア
ル
バ
ム
で
有
名
な
会
社
と

は
意
外
で
し
た
。
同
名
か
と
思
っ
て

い
た
ら
、
ま
さ
か
同
一
会
社
と
は
。

異
業
種
で
も
挑
戦
が
す
ば
ら
し
い

で
す
ね
。

姫
路
市
　
A

・

T
さ
ん

ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
か
ら

伊
丹
空
港
ま
で
T
2
を
読

み
ふ
け
り
ま
し
た
。
出
身
地
香
住

の
白
龍
の
か
に
み
そ
ま
ん
が
出
て

い
た
の
で
、
次
に
香
住
へ
行
っ
た
時

買
い
求
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

豊
岡
市
　
S

・

U
さ
ん

ま
れ
育
っ
た
但
馬
の
土
地
な

が
ら
、
い
つ
も
新
し
い
発
見

が
あ
り
ま
す
。
改
め
て
但
馬
巡
り

を
し
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

朝
来
市
　
T

・

M
さ
ん

年
参
加
し
て
い
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
全
て
中
止
に
な
り

少
々
さ
み
し
か
っ
た
の
で
、
車
で

「
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
」「
姫
ボ
タ
ル
マ
ラ

ソ
ン
」「
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
」の
コ
ー
ス
を
回
っ
て
み
ま
し
た
。

こ
こ
で
エ
イ
ド
が
あ
っ
た
、
こ
こ
で

お
年
寄
り
の
方
が
「
ま
た
来
て
や

〜
」
と
応
援
し
て
も
ら
っ
た
、
な
ど

と
思
い
出
し
、
来
年
は
ぜ
ひ
大
会

が
開
催
で
き
ま
す
よ
う
に
と
思
い

ま
し
た
。

伊
丹
市
　
K

・

T
さ
ん

高
町
江
原
地
区
の
特
集
、
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。
50
数

年
前
、
日
高
の
高
校
専
攻
科
に
5

年
通
っ
た
の
で
、
懐
か
し
か
っ
た
で

す
。
江
原
駅
を
降
り
て
商
店
街
を

通
り
、
踏
切
を
渡
り
、
遠
回
り
し
て

学
校
へ
通
い
ま
し
た
。
も
う
1
度

ゆ
っ
く
り
駅
周
辺
を
歩
い
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
。
演
劇
も
見
て
み

た
い
で
す
。朝

来
市
　
H

・

K
さ
ん

龍
の
か
に
み
そ
ま
ん
、
地
元

な
の
で
以
前
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
食
べ
た
い

で
す
。
面
白
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。

香
美
町
　
H

・

F
さ
ん

東
に
単
身
赴
任
し
て
い
て
、

久
方
ぶ
り
に
但
馬
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
裏
路
地
探
険
が
一
番
の

お
気
に
入
り
で
、こ
の
但
馬
の
歴
史

の
中
に
も
ず
い
ぶ
ん
立
派
な
人
が

い
る
ん
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

豊
岡
市
　
F

・

H
さ
ん

馬
農
高
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
3

鉢
購
入
し
ま
し
た
。
温
室
は

す
ば
ら
し
く
大
き
く
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
シ
ク
ラ
メ
ン
の
見
事
な
出
来

に
、
日
頃
の
生
徒
さ
ん
の
努
力
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
き
れ

い
に
咲
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

養
父
市
　
R

・

N
さ
ん

白関但

大コ生

地香 な

読 者
場の

vol.114vol.114
2021 Spring2021 Spring
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広

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味していまT2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味していま
す。「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そしてす。「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして
地域を知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな地域を知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな
未来”を次世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。未来”を次世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

毎日

5050名様名様

但馬検定ミニクイズ！！
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：『裏路地探険』で紹介した香美町村岡区福岡は
伝説が由来となり呼ばれている地域名があります。それは何でしょう？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、
フリガナ、電話番号、生年月日、性別、ご感想を
ご記入の上、左記の「T2 編集部」宛までお送りください。
＊締切は2021年 4月30日（金）必着
当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.113の答えは「江原河畔劇場」でした。

クイズに正解された方の中から、抽選で50 名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下記クイズに正解された方の中から、抽選で50 名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下記
の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で割の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で割
引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。

（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏
名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

ヒントは
10ページ！
古兎伝説が
由来です

やくの麺業株式会社
半生麺セット3種

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わ
せも、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL
FAX

 : 0796（24）6373
 : 0796（24）6378

発　行
制　作

：
：

公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
CAMEL株式会社

 2021年3月1日発行 
（次回発行日：2021年6月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

（上）ハチ北高原のザゼンソウ／香美町
（中央）神鍋高原の桜並木／豊岡市
（下）ケサカ桜公園／養父市
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